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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成30年4月19日(2018.4.19)

【公開番号】特開2017-149627(P2017-149627A)
【公開日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2017-033
【出願番号】特願2016-35991(P2016-35991)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  32/152    (2017.01)
   Ｃ０１Ｂ  32/158    (2017.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/745    (2006.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  40/00     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   31/02     １０１Ｆ
   Ｂ０１Ｊ   23/745    ＺＮＭＭ
   Ｂ８２Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   40/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月27日(2018.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムを主成分とする基材（１１）と、
　長さ２００μｍ以上の複数のカーボンナノチューブが所定の配向方向に沿って配向され
ており、前記基材の表面に配置されたＣＮＴ配向膜（３１、９３１）とを備え、
　前記ＣＮＴ配向膜は、前記基材の表面に部分的に形成されており、
　前記基材の表面のうち、前記ＣＮＴ配向膜が形成されていない領域（４３）には、前記
ＣＮＴ配向膜の合成および／または配向された成長を阻害する阻害要素（４１４、４１５
、４１５、５１６）が設けられているカーボンナノチューブ付部材。
【請求項２】
　前記阻害要素は、前記ＣＮＴ配向膜が形成される領域（４１）の表面よりも凹凸状の粗
面（４１４、４１５、４１５）を有する請求項１に記載のカーボンナノチューブ付部材。
【請求項３】
　前記粗面は、溝（４１４）によって形成されている請求項２に記載のカーボンナノチュ
ーブ付部材。
【請求項４】
　前記溝は、Ｕ字型又はＶ字型に配置された斜面（４１５、４１５）によって区画されて
いる請求項３に記載のカーボンナノチューブ付部材。
【請求項５】
　前記阻害要素は、炭素を含む炭素含有材料層を有する請求項１に記載のカーボンナノチ
ューブ付部材。
【請求項６】
　さらに、前記基材の表面に設けられ、前記カーボンナノチューブを合成するための触媒
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が配置された触媒層（２２１）を備え、
　前記炭素含有材料層は前記触媒層の構成元素と炭素とを含む請求項５に記載のカーボン
ナノチューブ付部材。
【請求項７】
　前記基材の表面には、
　前記ＣＮＴ配向膜が形成されている凸部（３２）と、
　前記カーボンナノチューブが合成されていないか、または前記カーボンナノチューブが
前記ＣＮＴ配向膜より乱れて伸びている又は低密度に伸びている凹部（３３）とがある請
求項１から請求項６のいずれかに記載のカーボンナノチューブ付部材。
【請求項８】
　前記基材の表面には、
　前記ＣＮＴ配向膜が形成されている配向領域（４１）と、
　前記ＣＮＴ配向膜が形成されていない非形成領域（４２）とがある請求項１から請求項
７のいずれかに記載のカーボンナノチューブ付部材。
【請求項９】
　前記基材の表面には、
　前記ＣＮＴ配向膜が形成されている配向領域（４１）と、
　前記カーボンナノチューブがランダムに配置された非配向領域（４３）とがある請求項
１から請求項７のいずれかに記載のカーボンナノチューブ付部材。
【請求項１０】
　前記ＣＮＴ配向膜（９３１）は、前記基材に近い基部と、前記基材から離れた端部とを
有しており、前記基部は、前記端部より太い請求項１から請求項９のいずれかに記載のカ
ーボンナノチューブ付部材。
【請求項１１】
　アルミニウムを主成分とする基材の表面にカーボンナノチューブを合成するための触媒
（２１、２２１）を配置する工程（１８３、２８３）と、
　前記触媒の活性を維持するための二酸化炭素を供給するとともに、前記カーボンナノチ
ューブの原料としてのアセチレンと二酸化炭素との体積比が１：１０以上である雰囲気中
において前記基材の表面にカーボンナノチューブを合成する工程（１８９、９８９）とを
備えるカーボンナノチューブ付部材製造方法。
【請求項１２】
　前記触媒を配置する工程は、前記基材の表面のうち、前記カーボンナノチューブが形成
されない領域（４２）に前記触媒を設けることなく、前記カーボンナノチューブが形成さ
れる領域（４１）に前記触媒を設ける工程（２８３）であり、
　さらに、前記触媒を設ける工程の前または後に、前記基材を所定の形状に加工する工程
（１８５）を備える請求項１１に記載のカーボンナノチューブ付部材製造方法。
【請求項１３】
　アルミニウムを主成分とする基材（１１）を所定の形状に加工する工程（１８５）と、
　さらに、前記基材の表面のうち、配向された前記カーボンナノチューブが形成されない
領域（４３）に、前記カーボンナノチューブの合成および／または配向された成長を阻害
する阻害要素（４１４、４１５、４１５、５１６）を設ける工程（４８１、５８１、９８
１）と、
　前記阻害要素を設ける工程の後に、前記基材を所定の形状に加工する工程を備える請求
項１１に記載のカーボンナノチューブ付部材製造方法。
【請求項１４】
　前記阻害要素を設ける工程は、前記カーボンナノチューブが形成される領域（４１）の
表面よりも凹凸状の粗面（４１４、４１５、４１５）を前記カーボンナノチューブが形成
されない領域（４３）に設ける工程（４８１）である請求項１３に記載のカーボンナノチ
ューブ付部材製造方法。
【請求項１５】
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　前記阻害要素を設ける工程は、前記カーボンナノチューブが形成されない領域（４３）
に、炭素を含む炭素含有材料層（５１６）を設ける工程（５８１）である請求項１３に記
載のカーボンナノチューブ付部材製造方法。
【請求項１６】
　少なくとも一部にろう材（３１３）を有しており、アルミニウムを主成分とする基材（
１１）を収容し、前記基材を加熱することにより前記ろう材を溶融させ、前記基材をろう
付けする加熱室（６１）、および
　前記ろう付けと、複数のカーボンナノチューブが所定の配向方向に沿って配向されたＣ
ＮＴ配向膜（３１、９３１）の前記基材の表面における合成とを、前記加熱室において行
うように、前記加熱室に前記カーボンナノチューブの原料を供給する原料供給器（６６）
を備えるカーボンナノチューブ付部材製造装置。
【請求項１７】
　さらに、前記カーボンナノチューブを合成するための触媒を前記基材の表面に設けるよ
うに、前記加熱室に前記触媒を供給する触媒供給器（６５）を備える請求項１６に記載の
カーボンナノチューブ付部材製造装置。
【請求項１８】
　さらに、前記ＣＮＴ配向膜（３１、９３１）を整形するための整形液を供給する整形液
供給器（６７）を備える請求項１６または請求項１７に記載のカーボンナノチューブ付部
材製造装置。
【請求項１９】
　さらに、前記整形液を回収する整形液回収器（６８）を備える請求項１８に記載のカー
ボンナノチューブ付部材製造装置。
【請求項２０】
　さらに、前記加熱室においてろう付けされ、前記ＣＮＴ配向膜が形成されたカーボンナ
ノチューブ付部材を冷却する冷却室（６２）を備え、前記整形液供給器は前記冷却室に前
記整形液を供給し、前記整形液回収器は前記冷却室から前記整形液を回収するよう構成さ
れている請求項１９に記載のカーボンナノチューブ付部材製造装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　ここに開示されたカーボンナノチューブ付部材は、アルミニウムを主成分とする基材（
１１）と、長さ２００μｍ以上の複数のカーボンナノチューブが所定の配向方向に沿って
配向されており、基材の表面に配置されたＣＮＴ配向膜（３１、９３１）とを備え、ＣＮ
Ｔ配向膜は、基材の表面に部分的に形成されており、基材の表面のうち、ＣＮＴ配向膜が
形成されていない領域（４３）には、ＣＮＴ配向膜の合成および／または配向された成長
を阻害する阻害要素（４１４、４１５、４１５、５１６）が設けられている。
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